
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

こぶた達のその後～ただいま試行錯誤中～ 

 「防災ばなし こぶた座」は 3月末の“防災どんたく（新天町）” 

でのデビュー以来、出演依頼を待っておりました。 

そこに舞い込んだ長尾小留守家庭子ども会からの出演依頼。 

しかし、持ち時間の 50分に対し「防災 3匹のこぶた」の上演時間は 

約 20分です。メンバー4人で検討の結果、対話型クロスロードを作り 

ました。内容的には通常版と同じですが、パペットや絵を使うことによって、 

視覚的に子ども達が理解しやすいよう脚本を考えました。 

さて 5月 27日、ホームグラウンドに居る 60名の子ども達は、「オオカミ 

可愛い」「テーブルの下でブタが震えてる」（地震のシーン）「犬のおじさん、 

かわいそう」と口々に反応を見せてくれ、メンバー一同ニンマリ。 

そして、これを見に来られた長尾校区防災推進委員会の方から、7月 27日 

の出演依頼が来ました。こちらは夜の上演、しかも上級生の割合が高いこと 

もあって参加者 80名の反応はもっとストレートでした。とにかくハイパワー！ 

その間の 7月 24日の出演は、春吉校区社会福祉協議会の高齢者対象行事。 

レクリェーション企画内の限られた時間です。クロスロードを大人版に書き直し 

て本番に臨みましたが、えーっ？静かな反応…伝わらない？しかし、その後の 

手作り料理の会食会で「ブタのシーンは笑えた」「災害の時どうするか考えて 

おかんと…」との声を聞かせて頂いて、我々はホッと胸を撫で下ろしました。 

続いて 8月 9日は金山公民館で上演（城南支部の欄で報告）。現在ウサギさん一家が主人公の

「水害編」を制作中です。限られた時間と財政の中、試行錯誤を繰り返しながら、みんなで工夫

して頑張っています。                     （城南支部 則松 淑子） 
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 令和元年度「博多あんあん・リーダー会」定期総会 

令和元年 5月 19日に第 14回定期総会を開催いたしました。 

司会進行は城南支部則松さんが行い、代表幹事挨拶から今年度より着任された福岡市防災危機

管理課長の森山浩一様より来賓のご挨拶をいただきました。 

引き続き議長の選出を行い、城南支部牧薗さんを議長として第 1号議案より第 6号議案まで審

議をいたしました。審議を進める中で、出席者から忌憚のないご意見もあり、幹事会での検討事

項として預からせていただく事案もありました。 

リーダー会の総会も年々出席者が増えてきており、会の運営・方針に関心度が高まってきてい

ると実感いたします。 

また、第 3号議案のリーダー会の会則改定の中で、入会条件の見直しを行い、あん・あん塾を

修了し防災士の資格がなければ入会はできないことになりました。 

防災士としての自覚を持った方々で運営していくことを明確にし、活動計画の中でも居住区内

で防災・減災活動を防災士として積極的に参加することを確認いたしました。 

どうぞ、みなさんの知識・知恵を生かした活動が地域に定着されるように、今年度も頑張りま

しょう。                           （代表幹事 小森 勝輝） 

中央支部～今年度の研修目標～ 

各校区で DIG・HUGや地震発生を仮定した防災訓練などに取り組む 

なかで、「在宅避難」が課題に挙がってきました。 

校区の人口に対して収容避難所に入れるのはほんのわずかで、大多数は 

在宅避難となってしまいます。そこで「在宅避難を可能にする条件」や 

「減災の取り組み」、「地震発生後の生活」などについて、今年度研修を重ねていく予定です。  

（中央支部 坂井 正司） 

研修会で防災力アップ～日本気象協会九州支社の松井渉氏を講師に迎えて～ 

5月 19日の総会終了後に研修会を実施しました。講師は日本 

気象協会九州支社の松井渉氏（NHK昼前の天気予報でおなじみの 

渉ちゃんです）にお願いしました。 

演題は「新しい防災情報とその利用法」と題して、防災に係わる 

気象庁の情報など次々と新しいものが出てくる点について講演して 

いただきました。特に「避難勧告に関するガイドライン」の改正に 

伴い導入された「警戒レベル」では、今までの避難勧告などとの比較で、「警戒レベル 4」は全員

避難が指定されており、「警戒レベル 5」では自らの判断で命を守る最善の努力をするように規定

されたことなど、受け身の防災から自らの命は自分の判断で、自ら守るという方向に変化した点

が強調されていました。                     （西支部 正本 博士） 

懇親会で情報交換～～ 

総会からの流れで恒例の懇親会が開催されました。会場の頤和園のフロアーほぼ貸し切り状態

で、総勢 35人の会になりました。 

令和が始まって最初の集まりであり、新たな気持ちでのスタートとなりました。1期生から 14

期生までの幅広い層の構成となり、古い話と新しい話題に盛り上がり、お酒を酌み交わしながら

和気あいあいの情報交換の場となりました。              （西支部 東島 弘） 

博多支部～活動報告：東光中学校でクロスロード 

7月 11日(木)、東光中学校でクロスロードの出前講座を実施しました。入学して 4ヶ月目の 

1年生が対象でしたが、『登校中の地震発生』時、「学校・自宅のどちらに向かうか？」の問い

に、多くの生徒が『学校』を選択。理由として「学校は避難場所」「安全な場所」等と回答してい

ました。また、他の問いでは、「〇〇のリスクはあるが…」など自分の回答に対して別の見方もあ

ることを説明していました。中学に入り防災学習・避難訓練を受けており、防災教育の成果が感

じられます。『釜石の奇跡』のように、発災時の生徒たちの行動が地域の手本になるかもしれませ

ん。いやなるでしょう。東光中学校の防災教育の一翼として、これからも出前講座を続けます。  

（博多支部 木戸 喜美子） 

 

 

 

 

長尾小留守家庭子ども会 

長尾校区 夜の防災体験 

 こぶた座脚本 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

博多あんあん通信 No.37 を無事発行することが出来ました。特に今回は広報部の 

皆様の原稿チェックで、皆で作り上げた通信となり有難うございました。 

                      広報部長 陣内 圀弘（東支部） 

トピックス ～これからの活動にご興味がある方は事務局までご連絡ください～ 

＊各種講座活動状況（8 月 31 日現在） 

＜出前講座＞ 実施予定講座数 11 回、＜地域活動アドバイザー＞実施予定講座数 14 回  

＜防災教育アドバイザー＞実施予定講座数 1 回、＜単独事業＞実施予定講座数 11 回 合計 37 回 

＊市民防災訓練 

09 月 01 日（日）市民総合防災訓練 照葉小中学校（中止） 

10 月 05 日（土）城南区防災訓練 城南小学校、10 月 16 日（水）西区防災訓練 愛宕小学校 

10 月 26 日（土）中央区防災訓練 中央区体育館（中央区あんぜんあんしんフェア） 

10 月 27 日（日）早良区防災訓練 内野小学校、11 月 17 日（日）博多区防災訓練 月隈小学校 

＊活動部会（15 期生対象） 研修会を 11 月実施予定  詳細は後日連絡 

＊研修部会 12 月 15 日（日）「あすみん」16：00～17：00 

終了後交流部会＆15 期生歓迎会を実施予定（詳細は後日連絡） 

＊「避難所サポートチーム福岡」 

1．1～4 期生研修 8 月 11 日（日）10：00～13：00 堅粕公民館 

2．養成講座 5 期生募集  

第 1 目 10 月 20 日（日）10：00～16：00 アクロス福岡 605 

第 2 目 11 月 30 日（土）10：00～16：00 福岡市役所 15F 

＊博多あん・あんリーダー会 15 期生入会状況 

東支部  ：5 名 博多支部：3 名 中央支部：4 名 南支部：2 名 

城南支部：0 名 早良支部：4 名 西支部  ：3 名 合計  ：22 名 

＊水曜会について 

水曜会は、会員相互で最新の情報交換や講座の事前勉強会などを行っています。 

毎月第 1～第 3 水曜日 19：00 から「あすみん」で開催していますので、雑談する感じで 

お出かけになりませんか。お待ちしております。              （事務局長 平山 光典） 

 

南支部～令和元年度の抱負～ 

令和元年度の抱負を松岡支部長に伺いました。 

①メインファシリテーターの育成。支部活性にもなるし、ＭＦが同じだといつも同じ内容になる

為。(特に若い方々、新しい回生の方々)②奇数月に行われている勉強会をもっと充実させたい。

従来の HUG のさらに進化系③南区にある香蘭女子短期大学生と防災活動の交流をもっと深めた

い。昨年も HUG 講座が開催されたが今年は大学の被服科に防災に関するコンテスト実施。南区

役所共催。若い防災士の育成。④防災英語の習得。外国の方が多く住来する福岡。簡単な英語を

覚えて、対応を。とのお話でした。                 (南支部 菅原 佳子) 

避難所サポートチーム・福岡～自主勉強会報告～ 

 8 月 11 日（日）10 時～13 時まで自主勉強会を行いました。避難所開設後、支援者 

として派遣されるわけですが、支援者チームが初めて会う人たちでは現地の方々は 

いったい何者が来たのかと不信感が募ります。メンバーは全員リーダー会会員ですが、 

他支部の方との交流がないため、顔と名前が一致することを目的といたしました。 

また、グループ毎に掲示板を作成しましたが、一枚一枚意味がありとても参考になりました。 

次回は 11 月頃予定。定期的に実践的マニュアルを参考に行います。 （代表幹事 小森 勝輝） 

西支部～西区役所職員防災訓練～ 

5 月 15 日（水）、22 日（水）西区役所にて 2019 度新規採用職員と 

避難所運営業務未経験職員を主な対象とした避難所運営ゲームと 

段ボールベッドの作り方、非常用持ち出し品の展示を行いました。 

避難所運営疑似体験を通して、様々な避難者やニーズへの対応、トイレ問題など課題解決への速

やかな判断と柔軟な対応の必要性、運営の難しさなど実感していただくことができました。           

（西支部 久保 千景） 

                                       

（西支部 黒屋 文） 東支部～活動報告～ 

支部定例会の参加者は毎回 12 名～18 名前後を維持していますが、今後は女性会員の参加拡大 

を目指して女性部会を新設しました。女性目線での防災への取り組みを大切にし、普及活動を行 

いたいと考えています。また、支部研修会を 2 ヶ月に 1 回実施していますが、今年の重点取り組 

みとして、避難所運営の手順書づくりを掲げました。チーム全員で協力し進めて欲しいと思って 

います。東支部のチームワークが問われる一年と言えます。     （東支部 城下 邦芳） 

城南支部～金山公民館 子どもの居場所 楽しく防災～ 

8 月 9 日（金）子ども達 111 名が公民館の講堂に集合。リーダー会 7 名が 

講師を務めました。防災パペット＆クロスロードの後、グループに分かれて 

非常持ち出し品ゲーム、ビニール袋ポンチョ、ペットボトルの「雲作り」 

などを体験。昼食後は防災クイズ～♪子どもたちはとにかく元気で、好奇心旺盛でした！特に雲

作りではポンっと音がして雲ができると、え～っと感動の声が上がりました。公民館の職員さん

が子ども達にと作られたカレー、私達も美味しく頂きました。   （城南支部 則松 淑子） 

会計からのお願い 

今年度の会費未納の方は、口座に振込んでいただくか、各支部の支部長までお預けくださいます

ようお願いいたします。                    （会計担当 橋本 博子） 

 

 

早良支部～防災キャンプ～  

8 月 3 日（土）、早良区内の脇山小学校にて行われた内野校区子ども会 

育成連合会主催の「防災キャンプ」にて「段ボールベッド」の作成方法 

や、新聞紙や牛乳パックでの食器やスプーン、スリッパなどの作成方法 

を紹介しました。子ども達にも非常に好評で、手元にあるものを使った 

工夫の重要性を理解いただくことができました。         （早良支部 松本 一郎）                                       
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